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は cholinergic mechanism によって営まれると主張した。しかしながら，脳内には catechol amine 











実験対象として Wistar 系の幼若ならびに成熟メスラットを用い，組織化学的な MAO 活性の染
色には Glenner らの tryptamine-tetrazoli um 法を用いた。組織内に沈着せる formazan は顕微分
光光度計による光学的測定で 540 mμ に最大吸収を示し，また formazan の吸光度は組織内 MAO
活性量に比例した増減を示した。 したがって， 本実験では組織内 formazan 量の顕微分光光度計
による 540 mμ の波長での吸光度を MAO 活性度とする新しい判定方法を考案実施した。
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は低下した。幼若メスラットに大量 estrogen (est) を投与して排卵を起乙させる場合には，辺縁
系，中脳網株系，および前部視床下市諸核の MAO 活性度には変動を認めなかったが，中部視床下
部では est 100μg 投与後 6 時間目に者ー明な活性度の上昇を認めた口
〔総括7
MAO 活性の組織化学的検出法として信頼度の高い Glenner 法を用いてラット脳内 MAO 活性
を染色し，その成績の判定には組織内に沈着する formazan 量を MAO 活性度として顕微分光光
度計による光学的測定を行なう方法を考案して，脳内神経核単位の活性度の変動を検討した。その結
果，ラット脳内 MAO 活性を示際として見た monoamine 代謝系は視床下部において性周期と一
定の相関を有しているととを見出した口
ラットの性周期に応じて，下垂体から分泌放出される gonadotropin の質と量とが変動しているが，








幼若メスラットに大量 est を 1 回投与して排卵を惹起せしめるいわゆる Hohlweg 現象に際して，
est 投与後 6 時間目に中部視床下部の MAO 活性度が著明に上昇した。 乙の事実は排卵のための










MAO 活性の組織化学的検出法として信頼度の高い Glenne 氏法を用いてラット脳内 MAO 活
性を染色し，その成績の判定には組織内に沈着する forrnazan 量を MAO 活性度として顕微分光
光度計による光学的測定を行なう方法を考案して脳内神経核単位の活性度の変動を検討した。その結




乙った口さらに幼若メスラットに大量の estrogen を投与すると中部視床下部に注射後 6 時間自に著
明な活性度の上昇がおこった。
以上の成績から MAO を示標とした脳内 rnonoarnine 代謝系が gonadotropine 分泌のための中
枢性調節機序の一面をきわめて鋭敏に反影していることを明らかにし，又その部位も視床下部に限局
していることを明らかにすることが出来た事は極めて有意義であると考える O
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